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(57)【要約】
　　
【課題】十分な反射性能を備え、安定して製膜することができ、巻き癖が付き難い、液晶
表示装置の反射板基材として好適に用いることのできる、反射板用二軸延伸積層フィルム
を提供する。
【解決手段】ポリエステル８４～７０重量％および該ポリエステルと非相溶な樹脂１６～
３０重量％からなる反射層と、この層と接するポリエステルからなる支持層とから構成さ
れ、反射層は微細なボイドを有し積層フィルム全体厚みの６０～９５％の厚みを占めるこ
とを特徴とする、反射板用二軸延伸積層フィルム。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエステル８４～７０重量％および該ポリエステルと非相溶な樹脂１６～３０重量％
からなる反射層と、この層と接するポリエステルからなる支持層とから構成され、反射層
は微細なボイドを有し積層フィルム全体厚みの６０～９５％の厚みを占めることを特徴と
する、反射板用二軸延伸積層フィルム。
【請求項２】
　ポリエステルと非相溶な樹脂がポリオレフィンである、請求項１記載の反射板用二軸延
伸積層フィルム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、反射板用二軸延伸積層フィルムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイは、テレビ、パソコン携帯電話などのディスプレイに幅広く用いられ
ているが、液晶自体は自発光しないため、裏側にバックライトと呼ばれる発光装置を設置
しなければならない。バックライトには単に光を照射する機能の他に、画面全体を均一に
明るくすることも求められ、エッジ型または直下型と呼ばれる構造をとることが一般的で
ある。エッジ型、直下型どちらの場合でも、最下部には反射板が設けられており、これに
より光のロスを少なくし、画面全体をより明るくする機能を付与している。この反射板に
は光の高い反射性および高い拡散性が要求される。
【０００３】
　無機粒子等ポリエステルと非相溶の物質を含有させ、延伸によってポリエステルとの界
面でボイドを形成したポリエステルフィルムは、反射率が高く反射板用フィルムとして適
している。しかし、ボイドを多く含むフィルムは、単層であると強度が不足する傾向にあ
り、破断しやすく生産性に劣る。
【特許文献１】特開２００６－１２４４９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ボイドを多く含むフィルムでありながら十分な強度を得るためには、反射層を支持する
ための支持層を設けた積層フィルムとすればよい。積層フィルムは延伸後、ロール状に巻
き取り、保管および輸送されるが、反射板用フィルムが反射層と支持層の２層から構成さ
れる場合、ロール状の巻き癖が残る。巻き癖が残っていると、積層フィルムを裁断し、所
定の形状に折り曲げる等の加工工程でのハンドリング性が劣り、反射板を組み込んだバッ
クライトユニットの生産性が劣ることになる。
【０００５】
　本発明は、十分な反射性能を備え、安定して製膜することができ、巻き癖が付き難い、
液晶表示装置の反射板として好適に用いることのできる、反射板用二軸延伸積層フィルム
を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　すなわち本発明は、ポリエステル８４～７０重量％および該ポリエステルと非相溶な樹
脂１６～３０重量％からなる反射層と、この層と接するポリエステルからなる支持層とか
ら構成され、反射層は微細なボイドを有し積層フィルム全体厚みの６０～９５％の厚みを
占めることを特徴とする、反射板用二軸延伸積層フィルムである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、十分な反射性能を備え、安定して製膜することができ、巻き癖が付き
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難い、液晶表示装置の反射板として好適に用いることのできる、反射板用二軸延伸積層フ
ィルムを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明の反射板用二軸延伸積層フィルムは、反射層として機能するポリエステル８４～
７０重量％および該ポリエステルと非相溶な樹脂１６～３０重量％からなる反射層と、こ
の反射層を支持するポリエステルからなる支持層とからなる。
【０００９】
　反射層は、「ポリエステルと非相溶な樹脂」を１６～３０重量％含有する。非相溶な樹
脂の含有量が１６重量％未満であると巻き癖がつきやすく、３０重量％を超えると安定製
膜が困難である。反射層における、「ポリエステルと非相溶な樹脂」の含有量は、好まし
くは２１～３０重量％であり、この範囲であるとさらに巻き癖が付き難く好ましい。
【００１０】
　　［反射層］
　反射層はポリエステルと、該ポリエステルと非相溶な樹脂から構成される。反射層は、
積層フィルム全体厚みの６０～９５％の厚みを占める。反射層が積層フィルム全体厚みの
６０％未満であると反射率が不足し高い輝度が得られず、９５％を超えると製膜が不安定
となり生産性が劣る。
【００１１】
　　［ポリエステル］
　ポリエステルとしては、熱可塑性の芳香族ポリエステルを用いる。このポリエステルと
して、例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリエチレ
ンナフタレンジカルボキシレートを用いることができる。
【００１２】
　機械的特性からポリエチレンテレフタレートが好ましい。
　ポリエチレンテレフタレートは、好ましくは共重合ポリエチレンテレフタレートであり
、イソフタル酸、ナフタレンジカルボン酸といったジカルボン酸成分を共重合成分として
含む共重合ポリエチレンテレフタレートが好ましい。
【００１３】
　共重合成分のジカルボン酸の共重合割合は、好ましくは１～２０モル％、さらに好まし
くは３～１８モル％、特に好ましくは５～１５モル％である。共重合割合がこの範囲にな
いと、フィルムの製膜中にフィルムが破れ易く製膜性に劣ったり、熱安定性に欠けたフィ
ルムになる場合があり好ましくない。
【００１４】
　　［非相溶な樹脂］
　ポリエステルと非相溶な樹脂としては、例えばポリオレフィン、ポリスチレンを用いる
ことができる。具体的には、例えばポリ－３－メチルブテン－１、ポリ－４－メチルペン
テン－１、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリビニル－ｔ－ブタン、１，４－トランス
－ポリ－２，３－ジメチルブタジエン、ポリビニルシクロヘキサン、ポリスチレン、ポリ
フルオロスチレン、セルロースアセテートセルロースプロピオネート、ポリクロロトリフ
ルオロエチレンを用いることができ、特に好ましくはポリプロピレン、ポリメチルペンテ
ンを用いる。なかでも、ポリプロピレン、ポリメチルペンテンは樹脂自体が高い透明度を
持つため、光の吸収が抑えられ、その結果、高い反射率を得ることができ、最適に用いら
れる。
【００１５】
　反射層において、ポリエステルと非相溶な樹脂は、積層フィルムを延伸する際に、ポリ
エステルとの界面で剥離することになる。その結果、反射層には微細なボイドが多数形成
される。
【００１６】
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　ポリオレフィンとしてポリプロピレンを用いる場合、良好な分散性と混練性を得る観点
から、メルトフローレート１～３０ｇ／１０分（ＪＩＳ　Ｋ７２１０：９９での測定）の
ものが好ましい。
【００１７】
　ポリオレフィンとしてポリメチルペンテンを用いる場合、良好な分散性と混練性を得る
観点から、メルトフローレート１０～２５０ｇ／１０分（ＡＳＴＭ　Ｄ１２３８での測定
）のものが好ましい。
【００１８】
　　［分散剤］
　上記のポリエステルおよび該ポリエステルと非相溶な樹脂の組成物には、非相溶樹脂の
分散性を改善するために、ポリアルキレングリコールを添加することが好ましい。ポリア
ルキレングリコールとしては、例えばポリエチレングリコールを用いることができる。非
相溶樹脂の良好な分散性を得るために、ポリアルキレングリコールの配合量は、ポリエス
テルおよび該ポリエステルと非相溶な樹脂の組成物１００重量部に対して、例えば０．１
～５重量部、好ましくは０．５～２重量部である。
【００１９】
　　［支持層］
　支持層のポリエステルとしては、熱可塑性の芳香族ポリエステルを用いることができる
。このポリエステルとしては、反射層で挙げたものと同じポリエステルおよび共重合ポリ
エステルを用いることができる。また、良好な製膜性を得る観点から、支持層で用いるポ
リエステルまたは共重合ポリエステルは、反射層で用いるポリエステルまたは共重合ポリ
エステルと同じものであることが好ましい。
【００２０】
　　［添加剤］
　本発明の積層フィルムの表面を滑らせ、ハンドリング性を良好にするために滑剤を配合
してもよい。滑剤としては、有機物、無機物いずれを用いてもよく、無機物の滑剤として
は、例えば酸化チタン、硫酸バリウム、炭酸カルシウム、二酸化珪素、アルミナの粒子を
挙げることができる。これらの粒子は、板状、球状いずれの形状をとる粒子であってもよ
い。分散性と滑り性の観点から、これらの粒子は、好ましくは平均粒径０．１～５．０μ
ｍ、さらに好ましくは０．２～４．０μｍのものを用いる。滑剤は、本発明の積層フィル
ムの少なくとも一方の表面を形成する層に配合することが好ましい。
【００２１】
　本発明の積層フィルムには、蛍光増白剤を配合してもよい。蛍光増白剤を反射層に配合
する場合、反射層を構成するポリエステル組成物１００重量部あたり、例えば０．００５
～０．２重量部、好ましくは０．０１～０．１重量部配合する。０．００５重量部未満で
あると３５０ｎｍ付近の波長域の反射率が十分でないので添加する意味が乏しく好ましく
なく、他方、０．２重量部を越えると蛍光増白剤の持つ特有の色が現れてしまうため好ま
しくない。
【００２２】
　蛍光増白剤としては、例えばＯＢ－１（イーストマン社製）、Ｕｖｉｔｅｘ－ＭＤ（チ
バガイギー社製）、ＪＰ－Ｃｏｎｃ（日本化学工業所製）を用いることができる。
【００２３】
　本発明の積層フィルムには、必要に応じてさらに性能を上げるために、酸化防止剤、紫
外線吸収剤を添加してもよい。また、これらの剤を含む塗剤を積層フィルムに塗布しても
よい。
【００２４】
　　［製造方法］
　以下、本発明の反射板用二軸延伸積層フィルムを製造する方法を説明する。なお、延伸
は、逐次二軸延伸法でもよく、同時二軸延伸法でもよいが、ここでは逐次二軸延伸法によ
る製造方法を説明する。
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【００２５】
　まず、ダイから溶融したポリエステルをフィードブロックを用いた同時多層押出し法に
より、未延伸積層シートを製造する。すなわち、反射層（Ａ層）を構成するポリエステル
と非相溶樹脂の溶融物と、支持層（Ｂ層）を構成するポリエステルの溶融物とを、フィー
ドブロックを用いてＡ層／Ｂ層となるように積層し、ダイに展開して、キャスティングド
ラム上に押出す。この時、フィードブロックで積層されたＡ層とＢ層のポリマーは、積層
された形態を維持している。
【００２６】
　溶融工程においては、フィルターとして線径１５μｍ以下のステンレス鋼細線よりなる
平均目開き１０～１００μｍ、好ましくは平均目開き２０～５０μｍの不織布型フィルタ
ーを用い、溶融ポリマーを濾過することが好ましい。この濾過を行なうことにより、一般
的には凝集して粗大凝集粒子となやすい粒子の凝集や外部からの異物を抑えて、粗大異物
の少ないフィルムを得ることができる。
【００２７】
　ダイより押出された未延伸積層シートは、キャスティングドラム上で冷却固化され、未
延伸積層フィルムとなる。この未延伸積層フィルムをロール加熱、赤外線加熱といった手
段で加熱し、縦方向に延伸して縦延伸積層フィルムを得る。この延伸は２個以上のロール
の周速差を利用して行うのが好ましい。延伸温度は共重合ポリエステルのガラス転移点（
Ｔｇ）以上の温度、さらにはＴｇ～（Ｔｇ＋７０）℃の温度とするのが好ましい。延伸倍
率は、縦方向については好ましくは２．２～４．０倍、さらに好ましくは２．３～３．９
倍である。２．２倍未満とするとフィルムの厚み斑が悪くなり良好なフィルムが得られず
好ましくなく、４．０倍を超えると製膜中に破断が発生し易くなり好ましくない。
【００２８】
　縦延伸後の積層フィルムは、続いて、横延伸、熱固定、熱弛緩の処理を順次施して二軸
延伸された積層フィルムとするが、これら処理は積層フィルムを走行させながら行う。横
延伸の処理は共重合ポリエステルのガラス転移点（Ｔｇ）より高い温度から始める。そし
て一般的には（Ｔｇ＋５）～（Ｔｇ＋７０）℃の温度まで昇温しながら行う。横延伸過程
での昇温は連続的でも段階的（逐次的）でもよいが通常逐次的に昇温する。例えばテンタ
ーの横延伸ゾーンをフィルム走行方向に沿って複数に分け、ゾーン毎に所定温度の加熱媒
体を流すことで昇温する。横延伸の倍率は、好ましくは２．５～４．５倍、さらに好まし
くは２．８～３．９倍である。２．５倍未満であると積層フィルムの厚み斑が悪くなり、
良好な積層フィルムを得ることができず好ましくなく、他方、４．５倍を超えると製膜中
に破断が発生し易くなり好ましくない。
【００２９】
　横延伸後の積層フィルムは両端を把持したまま、支持層のポリエステルの（Ｔｍ－２０
）～（Ｔｍ－１００）℃で定幅または１０％以下の幅減少下で熱処理して熱収縮率を低下
させるのがよい。熱処理がこれより高い温度であるとフィルムの平面性が悪くなり、厚み
斑が大きくなり好ましくない。また、熱処理温度がこれより低いと熱収縮率が大きくなる
ことがあり好ましくない。熱固定後フィルム温度を常温に戻す過程で（Ｔｍ－２０）～（
Ｔｍ－１００）℃の領域での熱収縮量を調整するために、把持している積層フィルムの両
端を切り落し、積層フィルムの縦方向の引き取り速度を調整し、縦方向に弛緩させること
ができる。弛緩させる手段としてはテンター出側のロール群の速度を調整する。弛緩させ
る割合として、テンターのフィルムライン速度に対してロール群の速度ダウンを行い、好
ましくは０．１～１．５％、さらに好ましくは０．２～１．２％、特に好ましくは０．３
～１．０％の速度ダウンを実施してフィルムを弛緩（この値を「弛緩率」という）して、
弛緩率をコントロールすることによって縦方向の熱収縮率を調整する。また、フィルム横
方向は両端を切り落すまでの過程で幅減少させて、所望の熱収縮率を得ることもできる。
【００３０】
　このようにして得られる本発明の二軸延伸積層フィルムは、８５℃の熱収縮率が、直交
する２方向ともに０．５％以下、さらに好ましくは０．４％以下、最も好ましくは０．３
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％以下とすることができる。
【００３１】
　二軸延伸後の積層フィルムの厚みは、好ましくは２５～３５０μｍ、さらに好ましくは
４０～３２０μｍ、特に好ましくは５０～３００μｍである。２５μｍ未満であると反射
率が低下して好ましくなく、他方、３５０μｍを超えるとこれ以上厚くしても反射率の上
昇が望めないことから好ましくない。
【００３２】
　このようにして得られる本発明の二軸延伸積層フィルムは、その少なくとも一方の表面
の反射率が波長４００～７００ｎｍの平均反射率でみて９５％以上、さらに好ましくは９
６％以上、さらに好ましくは９７％以上の反射率を備えることになる。９５％未満である
と十分な画面の輝度を得ることができないので好ましくない。
【実施例】
【００３３】
　以下、実施例により本発明を詳述する。なお、各特性値は以下の方法で測定した。
（１）フィルム総厚み
　フィルムサンプルをエレクトリックマイクロメーター（アンリツ製　Ｋ－４０２Ｂ）に
て、１０点厚みを測定して平均値を求め、フィルム総厚みとした。
【００３４】
（２）各層の厚み
　サンプルを三角形に切り出し、包埋カプセルに固定後、エポキシ樹脂にて包埋した。そ
して、包埋されたサンプルをミクロトーム（ＵＬＴＲＡＣＵＴ－Ｓ）で縦方向に平行な断
面を５０ｎｍ厚の薄膜切片にした後、透過型電子顕微鏡を用いて、加速電圧１００ｋｖに
て観察撮影し、写真から各層の厚みを１０点測定して平均を求め、各層の厚みとした。
【００３５】
（３）反射率
　分光光度計（島津製作所製ＵＶ－３１０１ＰＣ）に積分球を取り付け、ＢａＳＯ４白板
を１００％とした時の反射率を波長４００～７００ｎｍにわたって測定し、得られたチャ
ートより２ｎｍ間隔で反射率を読み取った。フィルムの構成が一方の面が反射層（Ａ層）
、他方の面が支持層（Ｂ層）の場合、Ａ層側から測定を行った。上記の範囲内で平均値を
求めた。
【００３６】
（４）延伸性
　縦方向２．５～３．４倍、横方向３．５～３．７倍に延伸して製膜し、安定に製膜でき
るか観察した。下記基準で評価した。
　　○：１時間以上安定に製膜できる
　　×：１時間以内に切断が発生し、安定な製膜ができない
【００３７】
（５）巻き癖
　フィルムを１０ｍｍ幅×１５０ｍｍ長さの短冊状に切り出し、直径１インチの紙管に巻
き付け、常温、相対湿度５５％にて２４時間保管した後解放し、上に凹になるように平板
に置いた際に観察される浮き上りを測定して下記基準で評価した。なお、紙管への巻きつ
けは、反射層を内面側にして巻くもの３本、外面側にして巻くもの３本として、合計６サ
ンプルについて測定し、浮き上りの大きい方から３サンプルの平均をとった。
　　×： ４５ｍｍを超える
　　△：３０～４５ｍｍ
　　○：３０ｍｍ未満
【００３８】
（６）ポリエステル組成物の固有粘度
　オルトクロロフェノール溶媒に加熱溶解させ２５℃で測定した。
【００３９】
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（７）微粒子の平均粒子径
　ＨＯＲＩＢＡ製ＬＡ－７５０パーティクルサイズアナライザー（Ｐａｒｔｉｃｌｅ　Ｓ
ｉｚｅ　Ａｎａｌｙｚｅｒ）を用いて測定した。５０マスパーセントに相当する粒子径を
読み取り、この値を平均粒子径とした。なお、各粒子の粒子断面が円形でない場合には、
粒子の長径と短径との平均をその粒子の粒子径とした。
【００４０】
　　［実施例１～１４］
　テレフタル酸ジメチル１３２重量部、イソフタル酸ジメチル１８重量部（ポリエステル
の酸成分に対して１２モル％）、エチレングリコール９６重量部、ジエチレングリコール
３．０重量部、酢酸マンガン０．０５重量部、酢酸リチウム０．０１２重量部を撹拌機、
精留塔及び留出コンデンサーを備えた反応器に仕込み、撹拌しながら１５０～２３５℃に
徐々に昇温しつつ、反応の結果生成するメタノールを系外に留出させながら、エステル交
換反応を行った。その後、リン酸トリメチル０．０３重量部を添加し、エステル交換反応
を終了させた。その後反応生成物に二酸化ゲルマニウム０．０４重量部を添加し、撹拌装
置、窒素導入口、減圧口、蒸留装置を備えた反応容器に移し、ついで撹拌しながら２９０
℃まで昇温し、３０Ｐａ以下の高真空で重縮合反応を行った。固有粘度０．７０ｄｌ／ｇ
の共重合ポリエステル組成物を得た。
【００４１】
　この共重合ポリエステル組成物を用い表１に示す無機粒子、非相溶樹脂を添加、それぞ
れ２８５℃に加熱された２台の押出機に供給し、反射層ポリマー、支持層ポリマーがＡ／
Ｂとなるような２層フィードブロック装置を使用して合流させ、その積層状態を保持した
ままダイスよりシート状に成形した。なお、非相溶樹脂を添加する層には、その分散剤と
して分子量４０００のポリエチレングリコールを１重量％添加した。さらにこのシートを
表面温度２５℃の冷却ドラムで冷却固化した未延伸フィルムを９０℃にて長手方向（縦方
向）に３．０倍延伸し、２５℃のロール群で冷却した。続いて、縦延伸したフィルムの両
端をクリップで保持しながらテンターに導き１２０℃に加熱された雰囲気中で長手に垂直
な方向（横方向）に３．７倍延伸した。その後テンター内で２１０℃に加熱された雰囲気
中で熱固定を行い、横方向に２％の幅入れを行い、縦方向に１．０％弛緩、室温まで冷や
して反射板用二軸延伸積層フィルムを得た。得られたフィルムの層厚構成、反射板基材と
しての物性は表１の通りであった。
【００４２】
　　［実施例１５～２０］
　テレフタル酸ジメチル１００重量部とエチレングリコール７０重量部との混合物に、酢
酸マンガン四水和物０．０３２重量部を撹拌機、精留塔及びメタノール留出コンデンサー
を設けた反応器に仕込み、撹拌しながら１４０℃から２４０℃まで徐々に昇温しつつ、反
応の結果生成するメタノールを系外に留出させながら、エステル交換反応を行った。その
後、リン酸トリメチル０．０２重量部を添加し、エステル交換反応を終了させた。その後
反応生成物に三酸化二アンチモン０．０３７重量部を添加して、撹拌装置、窒素導入口、
減圧口、蒸留装置を備えた反応容器に移し、ついで撹拌しながら３００℃まで昇温し、３
０Ｐａ以下の高真空で重縮合反応を行った。固有粘度０．６５ｄｌ／ｇのポリエステル組
成物を得た。 
【００４３】
　このポリエステル組成物を用い表１に示す無機粒子、非相溶樹脂を添加、それぞれ２８
５℃に加熱された２台の押出機に供給し、反射層ポリマー、支持層ポリマーがＡ／Ｂとな
るような２層フィードブロック装置を使用して合流させ、その積層状態を保持したままダ
イスよりシート状に成形した。なお、非相溶樹脂を添加する層には、その分散剤として分
子量４０００のポリエチレングリコールを１重量％添加した。さらにこのシートを表面温
度２５℃の冷却ドラムで冷却固化した未延伸フィルムを９５℃にて長手方向（縦方向）に
３．０倍延伸し、２５℃のロール群で冷却した。続いて、縦延伸したフィルムの両端をク
リップで保持しながらテンターに導き１３０℃に加熱された雰囲気中で長手に垂直な方向
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（横方向）に３．７倍延伸した。その後テンター内で２２０℃に加熱された雰囲気中で熱
固定を行い、横方向に２％の幅入れを行い、縦方向に１．０％弛緩、室温まで冷やして反
射板用二軸延伸積層フィルムを得た。得られたフィルムの層厚構成、反射板基材としての
物性は表１の通りであった。
【００４４】
　　［比較例１～５］
　実施例１と同様にポリマーを重合し、無機粒子、非相溶樹脂の添加量、および層厚構成
を表１に示す通りとする他は実施例１と同様にして反射板用二軸延伸積層フィルムを得た
。
【００４５】
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【表１】

【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明の反射板用二軸延伸積層フィルムは、液晶表示装置の反射板として好適に用いる
ことができる。
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